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19 豚の腎臓腫瘤

〔曳野哲也（島根県）〕

症例：豚（交雑種），雄，6カ月．
臨床的事項：異常を認めなかった．
肉眼所見：左腎臓は約13×17×6cmに腫大し，大

部分を淡桃色のやや硬結感ある腫瘤が占めていた．腫瘤
と残存する腎組織との境界は明瞭で，割面では淡桃色を
呈する直径4～6cmの球状構造物が複数癒合して腫瘤
を構成していた．右腎臓および他の臓器については著変
を認めなかった．

組織所見：腫瘤は結合組織性の被膜で覆われており，
類円形～卵形の核を有する腫瘍細胞による腺管構造と，
その間質で増殖するクロマチン濃染性の長楕円形～多角
形等の核を持つ大小不同の腫瘍細胞で構成されていた．
核分裂像も散見され，一部に腫瘍細胞が密に配列しなが
ら増殖し，あたかも糸球体への分化を示す構造もみられ
た．残存している非腫瘍部腎組織には間質性腎炎を認め
た．
診断名：腎芽腫（上皮型）
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